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は じ め に 

 

 廃棄物処理・リサイクルについては、３Ｒを推進する循環型社会形成推

進基本法の制定から当面の個別リサイクル法までにわたり法体系の整備が

進んだことにより、順調に推移しているものと思われる。 

 廃棄物処理施設整備費国庫補助事業対象施設の技術上の基準である性能

指針は、平成 10年に策定以来、ごみ処理技術の革新に合わせ順次整備し

ているところであり、平成 17年度から交付金事業となったが、引き続き

これを適用している。 

 本調査では、廃棄物のバイオディーゼル燃料化施設に係る技術情報の収

集・分類を行い、性能指針（案）の検討を実施したものである。 

 調査・検討に当たっては、社団法人全国都市清掃会議が「廃棄物のバイ

オディーゼル燃料化施設性能指針（案）検討委員会」を設置したところ、

各委員から貴重なご意見をいただいたことを記すとともに、深く感謝の意

を表するものである。 
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